
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サッカー部並びに女子バレーボール部の全国大会出場に際しまして、町民の皆様に壮行会を開いて

いただきました。7 月 28 日は吉賀町サッカー連盟とバレーボール連盟の声かけにより町民壮行会を

開いていただき、ビーチバレーのデモンストレーションゲームや、地元チーム紫逅クラブとのフット

サル壮行試合が行われました。7 月 31 日にはキヌヤ七日市店さんによる吉高応援セール並びに吉高

応援隊の皆様による壮行会を開いていただき、多くの方から激励のエールをいただきました。 

全国大会の様子については、町広報折り込みの「めたせこいあ〈号外〉」及び吉賀高校ホームページ

に詳細が載せてありますので、是非ご覧下さい。温かいご支援とご声援をありがとうございました。

【結果】サッカー部全日本ユースフットサル大会惜しくも予選リーグ敗退   

    女子バレーボール部ビーチバレージャパン女子ジュニア選手権大会決勝トーナメント進出  

 

 

 

 来月のよしか祭に向けて、３年生や生徒会執行部を中心に着々と準備が進められています。生徒達

は、「来場して下さった方々に楽しんでいただき、吉賀高校の魅力を実感していただけるような３日

間にしよう。」という思いで一生懸命準備に取り組んでいます。また、９月２日には香川裕光さんの

Live もあります。是非よしか祭に足を運んでいただき、吉高生の輝く姿をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

９月２日（金） 文化祭１日目（９：１５～）          香川裕光さん（広島市出身・ 

  ９：４０～ 色組対抗ディベート合戦               歌王 2016 グランプリ） 

 １０：５０～ 吉高ムービーコンテスト                        

１３：３０～ 音楽部発表 

 １４：００～ 香川裕光さん Live 

      ～１５：３０ １日目終了 

 

９月３日（土） 文化祭２日目（９：００～） 

 １０：００～ 吉高マーケット（生徒・ＰＴＡ飲食物販売） 

      １年１組 フルーツポンチ・サンドイッチ・ラスク 

     ２年１組 かき氷・フランクフルト・クッキー 

２年２組 からあげ・チョコフォンデュ 

     ３年１組 焼き鳥・ジュース 

     ３年２組 フライドポテト・冷凍パイン         

     ＰＴＡ  焼きそば・吉高むすび・鮮魚    

※鮮魚販売は１１：００～（より多くの方が購入できるように、１人で購入 

できる量を制限させていただく予定です。《ＰＴＡより》） 

～１３：００ マーケット終了予定              

１３：２０～ 生徒会企画・有志発表               よしか祭ポスター原画 

～１５：００ ２日目終了             （２年２組大庭智里さんの作品） 

        

 

９月４日（日） 体育祭（９：１５～） 

実施種目（実施順） 

（午前）入場行進・開会式・ラジオ体操・障害物リレー・ 

竹取物語・騎馬戦（男子）・借り人競走・綱引き・ 

スウェーデンリレー・幼児旗とり 

（午後）応援合戦・百足リレー・いかだ流し・騎馬戦（女子）・      

ミスターミス吉高・色別対抗全員リレー 

  ※綱引きは１０：４０～、幼児旗とりは１１：２０～、 

応援合戦は１３：００～開始予定。 
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よ し か 祭 開 催 

フ ッ ト サ ル ・ ビ ー チ バ レ ー 全 国 大 会 

 テーマ『 輝 ～ shining our abilities ～ 』全国大会出場･開催のご支援ありがとうございました。 

吉賀高等学校 校長 熊谷 修山 

 今年の夏は、吉賀高校サッカー部が、8 月 4 日から 7 日に宮城県仙台市で開催された「全日本ユース

(U-18)フットサル大会」に、女子バレーボール部の茅原・小田ペアが 8 月 12 日から 15 日に愛媛県伊予

市で開催された「ビーチバレージャパン女子ジュニア選手権大会」にそれぞれ出場しました。出場に際しま

しては、吉賀町役場や全国大会出場支援委員会を通じて吉賀町内外のたくさんの皆様から温かく絶大な支援

を賜りました。また、その間の 8 月 8 日から 10 日には生徒実行委員会を中心に「全国高校生自然環境サ

ミット in 吉賀」を主催しました。こちらも、たくさんの方々の物心両面での多大なご支援をいただいて、

成功裡に大会を終えることができました。改めまして、皆様方から賜りましたご支援に対しまして、心より

お礼を申し上げます。誠にありがとうございました。 

 さて、全国大会の結果につきましては、すでにご報告させていただいているとおりですが、私は今回の三

つの全国大会の出場･主催には、結果以上に重要な意味があると思っています。それは、もちろん言うまで

も無く生徒の「経験」です。全国大会というものを経験したことで生徒自身、一方では「全国（の高校生）

は、すごい。」と感じたと思います。しかし、同時に「やはり、同じ高校生だ。」と感じたとも思います。い

ずれにしても、全国の舞台というものが、遠い世界ではなく、案外に近い世界だという意識につながったの

ではないでしょうか。そして、重要なのは、その近いという意識が、生徒の今後の活動において、つねに全

国の高校生の中の一人であるという「意識」と「行動」につながることだと思います。部活動ばかりでなく

勉強でも全国の高校生が同じことを学んでいるという意識の中で勉強したり、「聞き書き」や「アントレ」

の発表なども、目の前の人だけでなく、全国の他の高校生や一般の方に理解してもらえるように内容や態度

を工夫したりするなど、日常生活の様々な事柄が広い視野の中に位置づけられることが重要なのだと思いま

す。今回の全国大会の経験が、生徒一人一人の「意識」と「行動」の変容・広がりにつながるとすれば、大

変大きな意味があると思います。吉賀高校全体としましても、今回の経験が真のグローバル化のスタートに

つながるように、今後の教育活動に取り組んで参ります。 …… 「小さな学校で、大きな夢を！」 



 

 

 

 8 月 8 日（月）～10 日（水）に、第 17 回全国高校生自然環境サミットが行われ、北は北海道、

南は沖縄県と全国から高校生が集結しました。 

 1 日目は、高津川の水源と生い立ちについて学んだ後、六日市学園にて、NHK の特集番組「さわ

やか自然百景・高津川」の制作をされた松江放送局の林浩介ディレクターによる高津川の魅力につい

ての講演を聴きました。夕食は、草の庭さんや町役場、多くのボランティアのみなさんのご協力のも

と、吉賀町の有機野菜や高津川のアユなどがずらりと並んだ料理をいただくことができました。 

 2 日目の午前中は、森（キノコ調査）・川（生き物調査）・里（田んぼの生き物調査）の 3 つのフ

ィールドワークに分かれ、活動した後、益田市の津田海岸に向けて、出発しました。バスの中でも、

吉高生がガイドを務め、高津川の紹介をしました。津田海岸ではＮＰＯ法人アンダンテ２１の皆さん

の指導の下、ハマグリ調査を実施しました。日本海を初めて見るという高校生も多く、暑い中でした

が、海を満喫できる活動となりました。六日市学園に向かう途中、はとの湯さんで温泉に入り、さっ

ぱりした後、柿の里さんで有機栽培の夏野菜がたっぷり入ったカレーとサラダを夕食にいただき、夜

のワークショップに挑みました。ワークショップのテーマは、「『きのこ（森）と海』『川と海』『田ん

ぼ（里）と海』は、どのようにつながっているか？」です。吉高生がファシリテーター を務めまし

た。最初はぎこちなかったグループも少しずつ自分の意見を出し合いながら、ホワイトボードに自分

たちの考えをキーワードやイラストをまじえ、分かりやすくまとめていきました。 

 3 日目の最終日、ワークショップで各グループがまとめたものを発表しました。水源から始まり、

森・里・川・海のつながり、そして自分たちとどうつながっているのか、高校生が 3 日間通してた

くさんのことを学んだことがわかる発表でした。そして、最後は各学校による「環境宣言」です。学

びを実践につなげるために、自分たちは何ができるのかを考え発表しました。ここでの学びを全国か

らやってきた高校生たちが自分たちの地元に持ち帰って、実践してくれることを期待します。 

 吉賀町の多くの方々のご協力・ご支

援のおかげで、無事サミットを終了す

ることができました。人とのつながり

を感じる有意義な3日間となりました

ことを感謝します。ありがとうござい

ました。 

 

 

 

7 月 29 日（金）に

吉賀町外の中学生と

その保護者の方を招

いてオープンスクー

ルを開催しました。津

和野町や益田市に加

え、県外（宮城県、東京都、神奈川県、愛知県、長野県、滋賀県、京

都府、兵庫県、山口県）からも多くの参加があり、中学生と保護者合

わせて３７名の参加がありました。今年度は企画の段階から吉高支援

室のご協力をいただき、より充実した内容になりました。①について

は柿木村で有機農業を営んでおられる福原圧史さんと「草の庭」有機

塾の方のご協力をいただき、吉賀町でとれた有機野菜をふんだんに使

ったカレーライスとサラダをいただきながら、県外や町外から入学した１年生との交流会を持ちまし

た。②は吉賀町企画課と吉高支援室の方にわかりやすく説明していただきました。③、⑤については

生徒会執行部や各部活動の部員が活躍し、吉高生の魅力も十分に伝わったと思います。盛りだくさん

 の内容でしたが、終始和やかな雰囲気の中で吉賀高校の魅力を感じてもらうことができました。

 

 

 

 女子バレー部 江津市高等学校女子バレーボール大会 ８／６～８／７   

【予選グループ戦】 吉賀 0-2 松江農林(22-25、23-25)   

吉賀 2-0 浜田(25-11、25-17)     

吉賀 2-0 出雲(25-16、25-9)        →２勝１敗でｆグループ２位 

【トーナメント戦】 吉賀 2-0 松江商業(25-21、25-17) 

吉賀 2-1 松江北(20-25、25-21、17-15) 

吉賀 0-2 山陽女子(19-25、16-25)   →２位グループ準優勝 

【顧問のコメント】１、２年生の新チームとなり、初めての大会となる江津市大会では、２日間で６

試合を戦いました。そのうち４試合が、県のベスト８シードを持つチームとの対戦となりました。そ

のようなチームとの緊張感のある勝負の中で、自分たちの課題だけでなく、十分に戦えるという確信

も得ることができました。まだまだ修正すべき部分も多いですが、練習を通して、個々の役割を明確

にし、次の大会に向けて精一杯努力していきたいと思います。今後とも女子バレーボール部をよろし

くお願いいたします。 

 陸上部 陸上記録会 ８／１１（益田陸上競技場）   

 男子 100ｍに 3 名、男子 200ｍに 1 名、男子 1500ｍに 1 名、男子走り幅跳びに 1 名、女子

100ｍに 2 名、女子 800ｍに 1 名参加しました。初めて出場した種目もありましたが、県総体で引

き続き出場した種目は、どれも自己記録を更新することができました。 

【顧問のコメント】残暑は続きますが、9 月の新人戦に向け、一人一人が課題をクリアできるように

練習し、さらに記録を更新していきたいです。 

 

【プログラム】 

① 昼食兼有機農業を営む方及び県外・町外生徒との交流会 

② 吉賀町及びサクラマス交流センター、サクラマスファミリーの紹介 

③ 生徒交流会（生徒会執行部による吉賀高校紹介、吉高地域クラブの紹介） 

④ 校舎案内  ⑤ 部活動体験 

第 １ 回 オ ー プ ン ス ク ー ル 

全 国 高 校 生 自 然 環 境 サ ミ ッ ト i n 吉 賀 

部 活 動   大 会 結 果 報 告 

中高一貫教育だより  -吉賀地域中高一貫教育事務局(島根県立吉賀高等学校内) – 

中高一貫教育コーディネーター 春日亮二 

軌道にのってきた「よしか塾」 

今年で５年目となる「よしか塾」が８月２日（火）から４日（木）の３日間、吉賀町林業総合セ

ンターでおこなわれました。外は気温３５℃に迫る暑さでしたが、中は冷房のきいた涼しい部屋で、

町内４中学校の３年生が『進学意欲と基礎学力の向上』を目的に、数学と英語の学習に取り組みま

した。2 日（火）の開会式では青木一富教育長様から「苦しいかもしれないが、今ここでこういう

経験を積んでおくことが大切です。」という激励の言葉をいただき、生徒は心が引き締まったよう

です。講師陣は吉賀高校の卒業生や、吉賀高校の１，２年生のべ 15 人の生徒が協力しました。こ

の３日間を頑張れた自分に誇りを持ち、これからの進路選択に大いに役立ててほしいと思います。

  〈左〉講師 5 人の紹介です。〈右〉黙々と取り組んでいます。 

 

 

 


